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資　料

米 国 に お ける障害の あ る児童生徒 へ の 通常教育カ リキ ュ ラム の 修正 範 囲

　　　　　　　　　　　　　 用語の整理 と分類か ら

野口 　晃菜
・
米 田　宏樹

　米国 で は 、障害の ある児 童生 徒 に対す る通 常教育 カ リキ ュ ラ ム の 適用が IDEA ・

NCLB 法にお い て義務付 け られて い る 。 その 方法と して、通常教育カ リキ ュ ラ ム の 修

正 が 挙げられ る 。 本稿 で は 、 カ リキュ ラ ム 修正範囲の 用語 を整理 し、類型化 した 。 筆

者 に よ っ て 使用す る用語及 びそ の 定義が異なる こ とか ら 、 修正 範囲に よ っ て 整理 を し

た結果、  教育方法の 変更、  教育内容 の 変更、  個別の カ リキ ュ ラ ム の 作成の 3 種

類 に類型化 をす る こ とがで きた 。 通常教育カ リキ ュ ラ ム を基盤 とした上で 、  か ら 

は連続体を成 し、障害種や 教育の 場で はな く、 個 々 の ニ ーズ に応 じて カ リキ ュ ラ ム 修

正が なされ て い る こ とが明 らか となっ た 。 我 が国の イン ク ル ーシブ教育シ ス テ ム にお

ける カ リキ ュ ラ ム に関 して は 、 障害特性 に応 じた独自の 教育内容
・方法 を含む形 で 、

通常教育 と特別支援教 育を連続体 として捉 え 、 そ の 上 で個 の ニ ーズ に応 じた教育内

容 ・方法 を選択す る方法を考える必要が ある 。

キー ・
ワ
ー ド イ ン クル

ー
シブ教育 シ ス テ ム 、 カ リキ ュ ラ ム 修正 、通 常教育カ リキ ュ

ラ ム へ の ア クセ ス 、IDEA 、　 NCLB 法

1．は じめに

　我が 国で は、障害 の ある人 の 権利に関する 条

約 （以下 、 権利条約とする）の 批准 へ 向けた 、

イ ン ク ル ーシブ教育シ ス テ ム の構築が検討 され

て い る 。 こ の イ ン ク ル ーシ ブ教育シ ス テ ム にお

い て は、個 々 の ニ ーズ に応 じた 「合理 的配慮 」

を提供する こ とが 必要 とされて い る 。 合理 的配

慮 と して 考え られ る事項 の
一

つ に、「個別 の 教

育支援計画や個別の 指導計画に対応 した 、 柔軟

な教 育課程の 編成や教材等の 配慮」が挙げ られ

て お り　（中央教育審議会初等 中等教育分科会特

別 支援 教 育 の 在 り方 に 関す る 特 別 委 員会 、

2011）、障害 の あ る児童生徒へ の 合理的配慮 と

して の教育課程の 編成 と学習指導要領の 在 り方

筑波大学大学院　人間総合科学研究科

が 、今後の 検討課題 の
一つ となろ う。

　
一
方、米国で は、現在ス タ ン ダー ド ・ベ ー

ス

改革 （Standard−based　Refomm）が行わ れ て お り、

初等 中等教育法 （No 　Child　Left　Behind　Act　of

2001、 以下NCLB 法） と障害者教育法 （lndivid−

uals 　with 　Disabilities　Education 　Act
，
以下IDEA ）

にお い て、障害の ある児童生 徒 へ も教育水準に

基づ い た通 常教育 （general　education ） カ リキ

ュ ラ ム を提供 しなけ れば な らない と義務付 けら

れた （U ．S．　Departrnent　of 　Education，1997；2001）。

　1997年 に改正 さ れ たIDEA で は、　 IEP （lndi−

vidualized 　Educational　Program）は通常教育 カ リ

キ ュ ラ ム へ の 参加 を促すた あ の プ ロ グ ラ ム で な

けれ ば な らな い とされ 、 通常教育カ リキ ュ ラ ム

を学習す る こ とが 困難で ある場合は 、 カ リキュ

ラ ム に どの よ うな修正 を加えた の か、明確に記

述 しな けれ ば な らな い と され た （Sec．612 （d）
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（1）（A ））。 また 、IEPに 児童生徒 の 通常教育 カ

リキ ュ ラ ム へ の 参加を可能 にす るための 、測定

可能 な年毎の 目標 につ い て も記述 しなければな

らな い （Sec．612（a ）（16）（A ））。 さ らに、　 IDEA

とNCLB 法で は、教育水準 に基づ い た学力試験

に配慮 （accommodation ） を した上 で 障害 の あ

る児童生 徒 も参加 しなければ ならない とされ 、

ア カウ ン タ ビ リテ ィ
ーを果 たすた め に この 試験

の 結果を公的に報告する こ とが義務付 け られた

110

　
一

方、重度の 知的障害が ある と され る児童生

徒 に つ い て は 、 通常 の 水準 とは別の 代替水準

（altemative 　standard ）が 設定さ れ、こ の 代替水

準に基づ い た試験が実施 される 。 しか し、こ の

代替水準 は 3 ％ の みの 児童生徒の み に しか 適用

するこ とがで きず、その内容に つ い て も教科 に

関す る こ とで なけ れ ば な らな い
2 ｝

。

　障害の ある児童生徒 へ の 通常教育カ リキ ュ ラ

ム の 適用 に 関する議論が され始 め た理 由 と し

て 、Wehmeyer
，
　Latten

，
　and 　Agran （2001）は 、

障害の ある児童生徒が障害の な い 児童生 徒 と同

じ場で 教育を受ける イ ン ク ル ージ ョ ン の 議論か

ら、別の 場で も同 じ教育 内容 を教 える こ と に 議

論が 移行し、場 よ りも教育内容 に焦点が 置かれ

始 め た こ と を挙 げ て い る （Wehmeyer 　et　a1 ．

［2001］328）。 また、Browder，　Wakeman，　Flowers，

Rickelman
，
　Pugalee

，
　and 　Karvonen （2007）は、

障害の ある 児童生 徒に対 し、教科を中心 と した

ス タ ン ダー ド・ベ ー
ス の 通常カ リキ ュ ラ ム を提

供す る こ とこ そが 、 平等の教育的機会を提供す

る こ と で あ る と指摘 して い る （Browder 　et 　al ．

［2007］4）。

　教 育水準 に基づ く通 常教育 カ リキ ュ ラ ム を

個 々 の ニ ーズや 障害の 特性 ・状態 に対応 して修

正 す る こ とは 、 す なわち権利条約に おけ る合理

的配慮の 一
つ と位置づ ける こ とが で きる 。 そこ

で 、 本研究で は、米国にお ける障害 の あ る児童

生徒 へ の カ リキ ュ ラ ム の 修正 の 範囲 とその 用語

を整理 した 。

　法制度上 に障害の ある児童生徒の 通常教育カ

リキ ュ ラム へ の 参加が 明示 されたの は、1997年

IDEA とNCLB 法で あるが、通常教育 カ リキ ュ ラ

ム に修正 を加 える こ とに関する文献は、1990年

代以 降 に多 く見 られ る。そ の た め 、本稿で は

1990年以降の 障害の ある児童生徒 の ための カ リ

キ ュ ラ ム 修正 に関す る用語 と記述 を整理 した 。

皿．カ 1丿キ ュ ラ ム 修正 の 範囲 と用語

　 1 ．カ リキ ュ ラム修正の 範囲を示す用語の種類

　 カ リキ ュ ラ ム 修正 に関する文献を12件収集 し

た 。 こ れ らに は、カ リキ ュ ラ ム 修正 の 範囲を示

す用語が い くつ か使用 されて い た （Table　1）。

　個 々 の ニ ーズや特性 に合わせ て 教育方法 ・内

容 を修正する こ と自体を指し て い る用語 とし て

は 、 モ デ ィ フ ィ ケーシ ョ ン （Modification ）

（Wehmeyer ，　Lance ，＆ Bashinski ［2002］ 224；

Koga ＆ Hal1 ［2009］3）、カ リキ ュ ラ ー ・ア ダプ

テ
ーシ ョ ン （Curricutar　adaptation ） （Ulvari−So1−

ner ［1994］247）、デ イ フ ァ レ ン シ エ ー
テ ッ ド ・

イ ン ス トラ ク シ ョ ン （Differentiated　lnstruction）

（Lawrence−Brown ［2004］37）が挙げ られ た。こ

れ らは 、 障害 の あ る児童生徒が 通常教育 カ リキ

ュ ラ ム に参加す るた め に、教育方法に工 夫を加

える、教育内容の
一

部あ る い は全て に変更を加

える、そ し て 達成水準 （教育 目標）に変更を加

える こ とと定義され て い た 。

　なお 、通常教育 カ リキ ュ ラ ム の 修正範囲に つ

い て は 、 Fig．1に示 した用語が 使用 され て い た 。

　 2．通常教育カ リキ ュ ラム修正範囲の分類

　Nolet　and 　McLaughlin （2005） は 、 障害 の あ

る児童生徒 に通常教育カ リ キ ュ ラ ム へ の 参加機

会 を提供する ため の 、カ リキ ュ ラ ム 修正範囲 の

種類 に つ い て 、以 下の 4 種類 を挙げて い る 。

　  通常教育カ リキ ュ ラ ム の 教育内容、達成水

　　準、順序と時間割、 指導方法に変更を加え

　 　ない カ リキ ュ ラ ム 。

　  通常教育カ リキ ュ ラム の 教育 内容 、 達成水

　　準には変更を加 えない が、順序 と時間割 と

　　指導方法 を変える （ア コ モ デ
ーシ ョ ン ）カ

　 　リキ ュ ラ ム
。

　  通常教育カ リキ ュ ラ ム の 教育内容、達成水

　　準、順序 と時間割、指導方法 の 全 て あ る い
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米国 に お け る 障 害 の あ る 児童生 徒 へ の 通 常教 育 カ リキ ュ ラム の 修正範囲

　　 は
一
部に変更 を加 える （モ デ ィ フ ィ ケ

ーシ

　　 ョ ン） カ リキ ュ ラ ム 。

　  通常教育カ リキュ ラ ム と内容 ・方法が異な

　　る個別の 教育目標 に基づ く代替的な個別機

　　能的 （lndividualized　fUnctional）カ リキ ュ ラム 。

　以上 の 4 種類の 類型 か ら形成 され て い る連続

体 （Fig．1参照）に よ っ て 、障害の ある児童生

徒の 個 々 の ニ
ーズ に対応する こ とがで きる と し

て い る 。 その た め 、IEPに お ける教育 目標や 内

容は個別で あるが 、 通常教育 カ リキ ュ ラ ム を学

習する こ とへ の 期待を前提 と して 、カ リ キ ュ ラ

ム を学習する ため に児童生徒 に どの ようなス キ

ル が必要か を考える こ とか ら始 まるべ きで ある

と指摘 した （Nolet＆ McLaughlin ［2005］77）。

　
一
方 、 Koga 　and 　Hall （2009）は 、 通常教育 カ

リキ ュ ラ ム にお ける教育内容、概念、教育 目標 、

そ して 教育方法に 変更 を加 える こ と全体を 「モ

デ ィ フ ィ ケ
ーシ ョ ン」と定義 し、モ デ ィ フ ィ ケ

ーシ ョ ン の 分類として 、以下の 4種類 を挙 げて

い る　（Koga ＆ Hall ［2009］5）。

　  ア コ モ デ
ーシ ョ ン ：教育方法や 児童生徒の

　 学習状況を示す方法の み に変更を加え 、 カ

　 リキ ュ ラ ム の 内容や概念 に は変更 を加 えな

　い 。 通常教育カ リキ ュ ラ ム と同等の学習成

　果を期待す る 。 例 えば、印刷物の 代わ りに

　 オ
ーデ ィ オ の 使用、グ ラ フ ィ ッ ク オ

ー
ガナ

　 イザー、視覚的手がか り、 時間へ の 変更な

　 ど。

  ア ダ プ テ
ー

シ ョ ン （adaptation ）： 教育内容

　には変更 を加 えない が 、難易度 と、目標に

　若干の 変更 を加 える 。 例えば 、 他の 児童生

　徒が新 しい 5 つ の 単語 を使 っ て 文章を作る

　と きに、対象児童生徒 はその うち 3 つ の 単

　語の み を使 う。

  パ ラ レ ル カ リキ ュ ラ ム （parallel　curricu −

　1um） ：教育内容に変更 を加 えな い が 、 難

　易度 と目標 に大幅な変更を加 える 。 例えば、

　他の 児童生徒が新聞を音読 して 、質問に答

　える ときに 、対象児童生徒は、新 聞の 内容

　で気付い た 3 つ の 点 を言 うの み 。

  オ
ーバ ー

ラ ッ ピ ン グ カ リキ ュ ラ ム （over −

　lapping　curriculum ） ： ニ ーズ の あ る児童生

　　ア コ モ デーシ ョ ン

モ デ ィ フ ィ ケ
ーシ ョ ン な し

・教育内容

・達成目標
・順序と時間割
・指導

に 変更 を加え な い

ア コ モ デ ー
シ ョ ン

・教育内容
・達成 目標

に 変更 を加えな い

・順序 と時間割
・
指導

に変更を加 える

モ デ ィ フ ィ ケ
ーシ ョ ン

・教育内容
・達成 目標

・順序 と時 間割
・指導

の 全 て あ る い は
一

部に

変 更を加 える

代替 力リキ ュ ラム

・
個別 の 教育 目標

・機能的ス キ ル

　　　　　　 Fig．1　通常教育カ リ キ ュ ラ ム と特殊教育 カ リキ ュ ラム の 連続体

く 出典 ：Nolet ＆ McLaughlin （2005）Accessing 　the 　General　Curriculum：Including　Students

with 　Disabilities　in　Stadards−Based　Reform，2nd　ed ．　Corwin　Press，　California．　p．14＞
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　　徒の 具体的な個 別の 教育目標 を組 み こ む 。

　　通常教育 カ リキ ュ ラ ム へ の 直接 的なモ デ ィ

　　フ ィ ケ
ー

シ ョ ン で は な い 。 例 えば 、社会の

　　時間に、対象児童生徒は、小集団にお い て

　　他の 児童生徒と関わ る こ とを 目的 とす る 。

　以上 の よ うに、Nolet　and 　McLaughlin （2005）

と 、 Koga　and 　Hall（2009） は障害の あ る児童生

徒 に通常教育 カ リキ ュ ラ ム へ の 参加機会を提供

す る た め の 、カ リキ ュ ラ ム 修正 の 範囲 につ い て

分類 して い る が、そ れぞ れが 使用 して い る 用語

が異なる。Koga 　and 　Ha11 （2009）は、通常教育

カ リキ ュ ラ ム における教育 内容、概念、教育目

標 、 そ して 指導方法に変更 を加える こ と全体を

「モ デ ィ フ ィ ケ
ー

シ ョ ン」 と定義 し 、 その 中 に

ア コ モ デ
ーシ ョ ン な どの 4 種類の 修正方法 を位

置づ けて い る
一

方 、 Nolet　and 　McLaughlin

（2005） は 、 教育内容 と方法 の 両方 に変更 を加

える こ とを 「モ デ ィ フ ィ ケ
ーシ ョ ン」 とし、方

法の みに変更 を加える こ とを 「ア コ モ デ
ーシ ョ

ン 」 と して い る 。 同 じ用語 が使 わ れて い る が 、

その 定義 ・概 念が 異な る こ とが伺 える 。 その 他

の 文献 に つ い て も、Fig ，1に示 した よ うに、同

じ用語 を用 い て い て も、 定義 が異 な り、また、

異 な る用語 が同 じ意 味 を指 して い る こ とが あ

る 。

　Koga　and 　Hall （2009）に よる と 、 カ リキ ュ ラ

ム 修正 に つ い て は、共通理 解と な っ た定義が 存

在 しな い （Koga ＆ Hall ［2009］3）。 その た め、

筆者に よ っ て異 なる用語や定義が使用 され て い

る 。

　そ こ で 、本稿で は 、 用語 ご とに分類 を行わず

に 、 文献の 筆者 に よる用語 の 定義に よ り分類を

行 っ た 。 その 結果、  教育方法へ の 変更、  教

育内容 へ の変更、  個別の カ リキ ュ ラ ム の 作成、

の 3種類の 修正 範囲に類型化 をする こ とがで き

た 。 Table　2に文献 に見 られた記述 を整理 した結

果 を示 す 。 また 、Table 　2に お け る 分 類 を 、

Table　lに も示す 。

3． 3種類の カリキ ュ ラム 修正の 範囲

　 （1）教 育方法の 変更 ：教育方法 へ の 変更 に

つ い て は、教育内容に変更 を加 えずに 、   教育

内容の 提示方法の 変更 （教材 へ の 工 夫） と、 

児 童生徒 の 返答方法の 変更 と記述が され て い

た 。 これ らに当た る用語 と して は 、 ア コ モ デー

シ ョ ン やア ダ プ テ ーシ ョ ンが使用 されて い る文

献が 多か っ た 。 こ の 場合 、 教育内容、及び達成

水準 に変更 は加 え られ ない 。

　 この カ リキ ュ ラ ム 修正範囲の 具体例 と し て

は 、教材の 工 夫 、 機器 ・
テ ク ノ ロ ジー （オーバ

ーヘ ッ ドプ ロ ジ ェ ク タ
ー、オ

ー
デ ィ オ カセ ッ ト、

コ ン ピ ュ
ーター、電卓、記録機器）の 使用、言

語的指示や 身体的プ ロ ン プ ト、視覚的手がか り

（ノ
ー

トテ ーキ ン グ 、 ア ウ トラ イ ン、ア ドバ ン

ス オーガナイザー、写真 、ア イ コ ン 、図形）の

使用 、フ ォ ン トの サ イ ズ拡大、口頭で の 試験実

施、手話、通訳 、 点字 、 ピァ メ デ ィ エ ーシ ョ ン

が挙 げ られて い た 。

　 （2）教 育内容 の 変更 ：教育内容 の
一

部 へ の

変更に関 して は、  達成水準 （教育 目標）へ の

変更 、 同 じ教科の 領域 で難易度 を変 える、  通

常教 育カ リキ ュ ラ ム に プ ラ ス ア ル フ ァ と して の

ス キ ル を指導す る 、 学習する ため の 方略を学習

する ため の モ デ ル が挙げられ た 。
こ の カ リキ ュ

ラ ム修正 の 範 囲で は、通常教育カ リキ ュ ラ ム の

教育内容の 一
部に変更が加え られ 、 達成水準 に

も変更が加 え られ る 。 また 、 マ ル チ レ ベ ル カ リ

キ ュ ラ ム 、パ ラ レル カ リキ ュ ラ ム な どが 見 られ

た 。 また 、  の 通常教育 カ リキ ュ ラ ム にプ ラ ス

ア ル フ ァ とし て の ス キ ル を指導する こ とに 関 し

て は 、オ
ー

グ メ ン テ
ーシ ョ ン （augmentation ）

と い う用語が頻繁 に使用 され て い た 。

　こ の 修正範囲の具体例 と して は 、 自分 が住ん

で い る 地域 に つ い て 学 ぶ 社会 の 授業 にお い て 、

地域 の 仕事の み に着 目した り、 自分が地域の ど

こ に住ん で い るか情報 を提供 した りす る こ とに

着目す る 、 ク ラ ス メ ー トが小数の 足 し算 をして

い る 時に 、 問題 を写すこ とに よ り数を書く練習

をする こ とや 、認知能力や 自己統制能力 を高め

る 、 般化す る能力、問題解決 、 自己決定な どの

ス キル の 指導、最 も重要な概念とス キ ル を強調

する 、 明確な 目的と例の 提示 、 ス キル と概念を

体系的に噛み 砕 く、過去 の 知識 と経験 と新 しい
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野 口 　晃菜 ・米円 　宏樹

知 識 に具体 的な つ なが りを持 たせ る、補助 を

徐 々 に減 らすなどの 記述が 見られ た 。

　 （3）個別の カ リキ ュ ラム の 作成 ：個 別の カ

リキ ュ ラ ム の 作成 に つ い て は 、   個 々 の ニ ーズ

に基づ い た機能的ス キ ル ・生活ス キ ル ・社会的

ス キ ル 、   下学年 の 教育内容 の 指導が 挙げ られ

た 。

　具体例 としては、ク ラス メ
ー

トが社 会や理科

の 学習 をし て い る時 に 、 重度の 障害の ある児童

生徒は段階的 な指示 を理解 す る こ とを学習す

る、が挙 げ られた 。

　 使用 されて い た用語 として は、オ ル タ レーシ

ョ ン （alteration ）や オ
ーバ ー

ラ ッ ピ ン グカ リキ

ュ ラ ム が 見 られ た 。

皿 ．ま とめ と考察

　本稿で は 、米国に おけ る障害の ある児童生 徒

の カ リキ ュ ラ ム 修正 の 範囲及び そ の 用語を整理

した 。 米国で は、学力を向上 させ 、 学力格差 を

減らすた め に 、
ス タ ン ダー ド ・ベ ース 改革の

一

環 として 、IDEA 及び NCLB 法 に お い て 、障害の

あ る児童生徒の 通常教育 カ リキ ュ ラ ム へ の 参加

が 義務付け られた 。 こ の こ とは、すな わ ち 、 障

害の 有無 に関わらず、学校教育で習得すべ き内

容は 同 じで ある とい う方向性が示 された とい う

こ と で あ る 。 そ の た め に 、 連邦政府は 各州 に対

し、教育水準の 設定と 、 学力試験 の 導入 を義務

付けた 。

　本稿で は 、 IDEA 及 びNCLB 法で義務付 け られ

て い る 障害の ある児童生徒の カ リキ ュ ラ ム へ の

参加を実現す る 方法 として の 、カ リキ ュ ラ ム 修

正 の 範囲 を示す用語 をまず整理 した 。 筆者に よ

っ て用語の定義が異な っ て い た た め、そ の 筆者

の 文脈で 用語が示 して い るカ リキ ュ ラ ム 修正の

範囲に よ っ て 、 整理 ・分類を行 っ た 。 そ の 結果 、

（1）教育方法へ の 変更、（2）教育内容へ の 変更 、

（3）個別 の カ リキ ュ ラ ム の 作成 、 の 3種類の 修

正範囲 に類型 化をす る こ とが で きた 。 （1）教育

方法へ の 変更 と して は 、   教育内容 の 提示方法

へ の 変更 （教材へ の 工 夫） と 、   児童生徒の 返

答方法 へ の 変更が挙 げられた 。 （2）教育内容へ

の 変更 として は、  達成水準 （教育 目標）へ の

変更、同 じ教科の 領域で 難易 度を変える 、   通

常教育 カ リキ ュ ラ ム に プラ ス ア ル フ ァ として の

ス キ ル を指導す る こ とが 挙げ られ た 、 そ し て 、

（3）個別の カ リキ ュ ラ ム の 作 成に つ い て は 、  

個 々 の ニ
ーズに 基づ い た機能的ス キル ・生活ス

キ ル ・社会的ス キ ル 、  下学年 の 教育内容 の 指

導が挙 げ られて い た 。

　Wehmeyer 　et　aL （2001）は 、 カ リキ ュ ラ ム の

修正 はあ くまで も通常教育 カ リキ ュ ラ ム か ら始

まる と して い る （Wehmeyer 　et　al．［2001］334）。

すなわち、前提 として通常教育カ リキ ュ ラ ム を

基盤 とした上で、障害の ある児童生 徒 をは じめ

と した多様な ニ
ーズの ある 児童生徒 に対す る

IEP の 作成 や 、 教育 内容の 決定が な され る とい

うこ とで ある 。 上述の （1）か ら （3）の 修正 方

法は 、（1）が よ り通常教育 カ リキ ュ ラ ム に近 く、

（3）が 最 も通常教育カ リ キ ュ ラ ム とは異な る形

で、全体 と して は連続体 を成 して い る と解され

て い る と い える 。 す なわち、障害の ある児童生

徒 を含む 、
ニ ーズ を有する児童生 徒 へ の 対応 は 、

基 盤 となる 通常教育カ リキ ュ ラ ム を 、 その ニ ー

ズ や特性 に応 じ て （1）か ら順 に修正 範囲 を拡

大 して い くこ と となる 。
つ ま り、障害名や障害

の カ テ ゴ リー
に よっ て教育内容や方法が決定 さ

れ る の で は な く、 個 々 の ニ ーズに応 じて 教育内

容 ・方法が選択 され る とい うこ とで ある 。 カ リ

キ ュ ラ ム の 連 続 体 に つ い て は 、 Nolet　 and

McLaughlin （2005）も同様の 考えを提示 して お

り、新 し い 特殊教育カ リキ ュ ラ ム の 捉 え方と し

て、Fig．1の 連続体 を提案 して い る 。

　米 国に は我 が国の ような学習指導要領はない

が、本稿で 述べ て きた ように 、近年は教育水準

を設定し、その 水準に基づ く学力試験を実施す

る こ とに よ り、全て の 児童生徒が確 実に習得す

る べ き内容を示 して い る 。 その ため、ニ
ーズの

ある児童生徒 につ い て も、まず通 常教育カ リキ

ュ ラ ム を基盤 と した上で 、 教 育内容 が決定 され

る よ うに な っ て きて い る 。 我 が 国の 特別支援教

育の カ リキ ュ ラ ム は、通常教育の 指導領域 （各

教科 ・道徳 ・特別活動 ・総合的な学習の 時間）
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に、障害に よる学習上生活上の 困難 に対応する、

特別の 指導領域 で ある 自立活動を加える形で 設

定 され 、 特 に知的障害の ある児童生徒 につ い て

は、各教科が通常教育の 各教科 にか えて 「知的

障害教科」が 設定され て い る。 また 、重複障害

者等 に 関す る教育課程編成の 特例で は、各教科

の 目標 ・内容の
一

部 を欠 い た り、よ り下 の 学年

の もの に替える こ と 、 各教科等 に替えて 自立活

動 を主 と して指導を行 うこ とが で きる とされて

い る （米田 ，
2009）。 本稿で述べ た （2） の タ イ

プ （教育内容の 一部 へ の 変更、達成水準の 変更、

通常教育カ リキ ュ ラ ム に プラ ス ア ル フ ァ ）は通

常の 教科等と 自立活動に よ る教育課程の 編成に

当た り、（3） の タイ プ （個別の カ リキ ュ ラ ム ）

はわ が 国で 適用 されて い る 、 通常教科の 下学年

適用等と自立活動、知 的障害教科等 と自立活動 、

自立活動 を中心 と した教育課程に当た る で あろ

う。

　 しか しその
一

方、米 国におけるカ リキ ュ ラ ム

修正 と我が国の 特別支援教育における カ リキ ュ

ラ ム の 編成 とを対照すれ ば、米国で は 、 障害カ

テ ゴ リーや教育の 場 で は な く、通常教育カ リ キ

ュ ラ ム を基盤 に 個 々 の ニ ーズ に 応 じて教 育 内

容 ・方法が選択 されて い る の に対 し、我が 国に

お い て は、障害カテ ゴ リ
ー

や教育の 場 に よる教

育内容 ・方法の 設定と選択が行われてお り、
ニ

ーズに応 じて通常教育 カ リキ ュ ラ ム へ 修正 を加

える と い うよ りは 、 障害の ある児童生 徒 の 今の

生 活及び将来の 生活 に活か すため の 教育内容が

編成 ・配列 されて い る と い え る。

　今後、我が 国にお い て イン ク ル ーシブ教育シ

ス テ ム を構 築 し、 カ リキ ュ ラ ム そ の もの の 在 り

方 3 ）や カ リキ ュ ラ ム編成 にお ける 「合理的配

慮」を考える た め に は、通常教育カ リキ ュ ラ ム

と特別支援教育 カ リキ ュ ラ ム を連続体として捉

え、今の生活 ・将来の 生活 に活か すため の 独 自

の 教育内容
・方法 を含 む 、 新 しい イ ン ク ル

ー
シ

ブ教育カ リキ ュ ラ ム の 枠組み を考 える必要が あ

る 。

＜ 註 ＞

1）NCLB 法は、各州 に対 し、最低限 3 科目 （読み、

　算数 、 理科） に つ い て 、 児童生徒が学習する べ

　 き内容を示す 「教科の 内容 ス タ ン ダード （acade −

　 mic 　content 　standards ）」 と、児童生徒 の 習得状況

　 を測 る 「教科 の 達 成 ス タ ン ダ ー ド （academic

　 achievement 　 standards ）」 を設定する こ とを義務 づ

　 け た （Sec ．1111 （b）（1）（C ））。 そ して 、各州は 達

　成 ス タ ン ダー ドに沿 っ た学力試験 を作 成 し、実

　施 しなけれ ば な ら な い とさ れ た （Sec．111K3 ）（A ））。

　 また 、 達成ス タ ン ダ ー ドに 関して は、「高 （ad −

　vanced ）」「良 （proficient）」「基礎 （basic）」の 3

　 レ ベ ル をあらか じめ 設定 し 、 児童生徒 の 試験 の

　結果が どの レ ベ ル まで達 して い るかを公的 に報

　告す る こ とが 求 め ら れ て い る （US ．Department　of

　 Education，2001）。

2 ） 3 ％ の うち、最 重 度 の 知的障害 （students 　with

　most 　significant 　cognitive 　disabilities）がある と州

　が 判断 した児童生徒 （全児童生徒 の 1 ％ ）に は、

　「代替達成 ス タ ン ダ ード （alternative 　achievement

　 standards ）」が 適用 され、最重度の 知的障害は な

　 い が、障害特性 に よ り通常の ス タ ン ダードを達

　成する こ とが 困難 で あ る と州が判 断した 児童生

　徒 （全児童生徒 の 2％ ） に は、「修正 を加 え た 達

　成ス タ ン ダード （modified 　achievement 　standards ）」

　が適 用 さ れ る （U ．S．　Department 　of　Education ，

　2005；2007）。

3 ） カ リキ ュ ラ ム の 構造 を考え る際に 、通常教育

　 カ リキ ュ ラ ム と呼ばれ る もの が．単線型 で なけれ

　 ばならない の か に つ い て も議論が 必要で あ ろ う。

　特 に我 が国 の 「知的障害教 科」 の ような系統を

　 どう評価 す るか は 、米国 の 実践の 成果の 検証 と

　と もに 日米 の 比較研究 も必要 で あ ろ う。

付記 ：本稿 は科学研 究費補助金に よ る研究成 果の

　　　一部で あ る 。

＜引用文献 ＞

1）Agran，　M ，
，
　Cavin，　M ．，　Wehmeyer，　M ．＆ Palrner

，
　S．

　（2006） Participation　of 　students 　with 　moderate 　to　se−

　vere　disabilities　in　the　general　curriculum ： the　effects

　of 　the　self」determined且eaming 　model 　of 　instuction．

　ノ〜esearch 　and 　Practice．for　Persons　w 肋 Seve厂召 D ’∫−

　abilities ，31（3），230−241．

2 ） Browder
，
　D ．M ．

，
　Wakeman

，
　S．y ．，　Flowers，　C．，　Rick−

　elman ，　R．J，，　Pugalee，　D．＆ Karvonen，　M ，（2007＞

一 103一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

野 口 　晃菜 ・米 田 　宏樹

　Creating　access　to　the　general　cuniculum 　with 　links　to

　grade−1evel　content 　foT　stud ¢ nts 　with 　significant 　cog
−

　nitive 　disabilities− an 　explication 　of 　the　concept ．　rhe

　Journal　ofSpeciat 　Education，41 （1），2−16．

3 ）中央教育審議会初等中等教育分科会特別支援

　教育 の 在 り方に 関する特別委員会 （2011 ） 資料

　　8合 理 的配慮 に つ い て ．オ ン ラ イ ン http：〃www ．

　mext ．go．jpfO−menu ／shingi！chukyo ！chukyo3 ！0461siryof

　 1308082．htm　8f1212011．

4 ） Fisher，　D ，＆ Frey　N ．（2001）Access　to　Core　cur −

　riculu正n −critical 　ingredients　fbr　student 　success ．　Retne−

　dial　and 　Special　Education，22，148−157．

5 ）Giangreco
，
　M ．F．　Cloninger，　CJ ．＆ Iverson，　V ．S，

　（1993）C．O．A．C．H ．　Choosing　outcomes 　and 　aecom −

　 modations 　for　children ，　Baltimore： Paul　H ．　Brookes

　Publishing．

6）Koga，N ．，＆ Hal1，T．（2009）Curriculum　Modifica−

　tion．　National　Center　on 　the　Accessing　the　General

　Curriculum．オ ン ラ イ ン http：〃aim ．cast ．org ！sites ！

　aim ．cast ．org ！files／CurriculumModsNov2 ．pdf
　 514！2011．

7） Knowlton ，　E ．（1998）Consideration　in　the　design

　of　personalized　curricular　supports 　for　students 　with

　developmental　disabilities．　Education　and 　Training　in

　Mental　Retardation　 and 　l）e γelopmentat 　Disabilities，

　33，95−107．

8 ） Lawrence −Brown ，　D ．（2004）Differentiated　in−

　struction ： inclusive　strategies　for　staIldards −bascd

　leaming　that　benefit　the　whole 　class ．　American 　Sec−

　onda りy　Education，32（3）34−62．

9 ）Lee，　S．，　Amos ，
　B ．A ．

，
　Gragoudas ，　S．，　Lee ，　Y ．，

　Shogren
，　K ．A ．，　Theoharis，　R．，＆ Wehmeyer

，
　M ．L．

　（2006） Curriculum 　augmentation 　and 　adaptation

　st「ategies　to　promote 　access 　to　the　general　curriculum

　for　stUdents 　with 　intellectUal　and 　developmental　dis−

　abilities ．　Education　and 　Training　in　Mental　1〜etarda −

　tion　and 　Develoρmental 　Disabilities，4，9−22．

10）Lewis ，　D ．，　Doorlag ，　K ，，＆ Doorlag
，
　S．（1995）

　Teaching　special　5’udents 珈 the 〃lainstrea 〃 I　 class −

　room ．2”d．　edition．　Prentice−Hall
，
　Inc．　New 　Jersey．

ll）Nolet
，　V ．＆ McLaughlin ，　M ．J．（2005）Accessing

　the　Genera’CurriCt〃um −including　Stμdents　with 　Dis−

　abilities 　in　Standards＿Based　Refonn，2nd　ed ．　Corwin

　Press　Inc．，Califbrnia．

12）　Salend，　SJ．　（1994）　Effective　mainsh ・
eaming ’ cre−

　ating 　inclusive　ctassrooms ．2”d　edition ．　Macmillan

　Publishing　Company，　New 　Jersey．

13）Udvari −Solner
，
　A ．（1996）Examining 　teacher

　thinking．　Constnucting　a　process　to　design　curricular

　adaptations ．　Retnedial　and 　Special　Education，17（4），

　 245−254．

14）U ．S．　Department　of 　Education （1997）Individuals

　with 　Disabilities　Education　Act　Amendments　of　1997，

　P ，Lユ05−17．オ ン ラ イ ン ： http：〃www ．ed ．gov！offices ！

　OSERSI 　PolicyADEA！index．html．8！1012011，

15） U ，S．　Department 　of 　Education　（2001 ）No 　Child

　Left　Bchind　Act　of　2001，　P．L．107−llO．（オ ン ラ イ

　　ン ： http：11www ．ed ．gov！policy！elsecAeg ！eseaO21index ，

　html）　8flO！2011．

16）US ．　Department　of　Education（2005）Alternate

　Achievement 　Standards　fbr　StUdents　 with 　the　Most

　Significant　Cognitive　Disabilities；Non・Regulatory

　Guidance ．　U ．S．　Department 　of 　Education．　Washi皿 g−

　ton ，　D ．C．オ ン ラ イ ン http二〃www ．ed ．govfpolicy！

　elsec！guid！altguidance ．　pdf　8！10〆2011．

17）U ．S．　Department　of 　Education （2007）Modified

　Academie 　Aehievement 　Standards： Non −1〜egulator ／

　Guidance．オ ン ライン http：〃www ．ed ．gov！policy！

specediguidrmodachieve −summary ．html．811012011．

18）Wehmeyer
，
　M ．L ．，　Lance，　D．＆ Bashinski，　S．（2002）

　Promoting　Access　to　the　general　curriculum 　for　stu−

　dents　with 　mental 　 retardation ：Amulti−level　 model ．

　Education　and 　Training　in ルtental　Retardation　and

　Development　Disabilities
，37（3），223−234．

19）Wehmeyer，　M ．L．，　Lattin，　D ．＆ Agran ，　M ．（2001）

　Achieving　access 　to　the　general　curriculum 　for　stu −

　dents　with 　mental 　retarClation ： acurriculum 　decision−

　making 　model ・　Educatien　and 　Training　in　Mental　Re −

　tardation　and 　Developmental　Disabilities，36（4），
　 327−342．

20）米 田宏樹 （2009）教育課程に 係る法令 と学習

　指導要領．安藤隆男 ・
中村満紀男 編著，特別 支

　援 教育を創造する た め の 教育学，明石書店 ， 199−

　219．

　　　　　　　2011．8．31 受稿 、 2012⊥ ユ6 受理

一 104一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Association  ofDisabilitySciences,  Japan

J. J. Disa, Sci, 36, 95- 105, 2012

General Curriculum Modification for Students with  Disabilities in the United  States

Akina NOGUCHI  and  Hiroki YONEDA

  In the United States, it is required  by IDEA  and  NCLB  to provide access  to general education  cur-

riculum for students  with  disabilities. Cunicutum  moclification  is one  way  to provide access. In this

study,  literatures about  cuniculum  modification  are  analyzed  and  categorized.  Since definitions of

terms were  distinct depending on  the author, ways  of  curTiculum  modifications  were  categerized  by

the contents.  As  a  result,  it was  possible to categorize  them  into three types ofmodifications:  (1) modi-

fication to the instructional strategies,  (2) modification  to the contents,  and  (3) individualized cunicu-

lum. It was  found that these three  types  form a  continuum  based on  general education  curriculum,  and

modifications  are selected  depending on  the individual needs,  not  based on  the disability categories,  or

educational  setting.  It was  implicated that in order  to develop inclusiye education  system  in Japan,

general education  and  special  needs  education  should  be considered  as  a  single  continuum  and  con-

tents and  instructional strategies  should  be selected  to meet  individual needs,
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